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2広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号

みんなで考えよう 行政改革！②みんなで考えよう　行政改革！②

　

合
併
に
よ
っ
て
多
く
の
職
員
を
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
本
市
で
は
、
総
職
員
数
の

抑
制
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
職
員
個
々
の
資
質
を
高
め
る
と
と

も
に
、
よ
り
効
率
的
で
適
正
な
職
員
配
置

と
定
員
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
の
重
要
な
指
針
と
な
る

本
計
画
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
い
て
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

本
市
の
職
員
数
の
現
状

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
本
市
職
員

１８

数
の
内
訳
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
で
は
福
祉
、
教
育
な
ど
の
部
門
に

職
員
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
表
２
に
示
す
よ
う
な
本
市
の
特
殊

事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

２　

適
正
化
の
目
標

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
１

１８

千　

人
を
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
は　

９３

２３

９８０

人
と
す
る
こ
と（　

人
の
純
減
）を
目
標
と

１１３

し
、
年
度
ご
と
の
計
画
は
表
３
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
職
員
数
１
千　

人
に
は
、
病
院
、

９３

保
育
所
、
高
校
等
の
施
設
従
事
職
員　

人
６１２

も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
の
施
設
の
見

直
し
等
も
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

職
種
を
限
定
せ
ず
に
総
体
で　

人
を
目
指

９８０

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

主
な
取
組
方
法

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
事
務
量
等
の
適
正
規
模
に
留
意
し
な
が

ら
、
以
下
の
項
目
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
退
職
に
よ
る
欠
員
を
原
則
と
し
て
補
充

し
な
い
こ
と
に
よ
る
職
員
総
数
の
抑
制

○
医
療
セ
ン
タ
ー
の
事
業
規
模
の
適
正
化

○
事
務
量
に
連
動
し
た
的
確
な
人
員
配
置

○
グ
ル
ー
プ
制
導
入
な
ど
弾
力
的
業
務
応

援
体
制
に
よ
る
少
数
化
へ
の
対
応

○
勧
奨
退
職
制
度
の
活
用
に
よ
る
職
員
数

の
削
減
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職
員
定
員
適
正
化
計
画

（表１）▼本市職員数の内訳と他市との比較 （単位：人）

類似団体で人口が近い市
（※近年合併していない市）出水市区　分

Ｂ市Ａ市
１４６１３４１５９議会・総務・税務
１３２１０９１４１福祉
２６５７６１経済
３８３９５４土木（建設）
３４２３３９４１５一般行政計
６０１１１１４５教育
－９２７１消防
６０２０３２１６特別行政計
３４１５９３５９病院
１７３０２８水道
１３１１１８下水道
２２３５５７その他
３９３１３５４６２公営企業等計
７９５６７７１，０９３総 合 計

（表３）▼職員定員適正化計画における目標値 （単位：人）

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９Ｈ１８区　分

９８０１，００１１，０２４１，０３９１，０５６１，０９３職 員 数
△２６△２４△１３△１７△７定 年 退 職
△５△６△６△６△３７早期退職等

１０７４６７新 規 採 用
（翌４／１～）

△２１△２３△１５△１７△３７次年度増減
△１１３△９２△６９△５４△３７累 計 増 減

（注）平成１９年度から平成２２年度までの期間には、平成２３年度以降
に定年退職を迎える職員のうち、２３人の早期退職等があるも
のと見込み、その補充としての新規採用を１６人予定。また、
同期間中、消防職の定年退職者の補充としての新規採用を１１
人予定。

（表２）▼本市の職員数における特殊事情
①福祉部門　…　市立保育所を９園設置し、職員を５８人配置。
②教育部門　…　市立高校を１校設置し、職員を３６人配置。
③消防部門　…　単独で消防本部を設置し、職員を７１人配置。
④病院部門　…　市立病院を３院設置し、職員を３５９人配置。
⑤その他部門　…　介護保険施設を１施設設置し、２１人配置。

－－
�



3 広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号

みんなで考えよう 行政改革！⑥みんなで考えよう　行政改革！⑥

４　

関
連
す
る
取
り
組
み
の
基
本
方
針

　

定
員
適
正
化
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
総
数
の
削
減
に
よ
る
影
響
を
多
方
面

で
補
完
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
以
下
の
関
連
す
る
取
り
組
み

と
も
連
携
さ
せ
な
が
ら
確
実
な
定
員
適
正

化
に
努
め
ま
す
。

　

○
組
織
機
構
の
改
革

　

課
・
係
の
統
廃
合
や
支
所
機
能
の
見
直

し
な
ど
組
織
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、

新
し
い
組
織
形
態
の
導
入
な
ど
効
率
的
な

事
務
処
理
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

○
人
事
評
価
、
給
与
制
度
の
見
直
し

　

『
人
材
育
成
基
本
方
針
』
を
策
定
し
、

職
員
研
修
制
度
の
充
実
、
昇
格
試
験
、
職

務
責
任
に
応
じ
た
給
与
格
付
け
、
異
動
基

準
の
明
確
化
な
ど
、
適
正
な
人
事
評
価
と

透
明
性
の
高
い
人
事
給
与
制
度
で
職
員
一

人
一
人
の
資
質
向
上
と
意
欲
向
上
を
推
進

し
ま
す
。

　

○
公
の
施
設
の
見
直
し

　

公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
真
に
行
政
が

担
う
べ
き
役
割
か
ど
う
か
の
視
点
で
見
直

し
を
行
い
、
公
共
性
と
効
率
性
を
考
慮
し

な
が
ら
民
間
譲
渡
や
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
促
進
し
、
従
事
職
員
数
の
削
減
を

図
り
ま
す
。

５　

進
捗
状
況
の
公
表

　

こ
の
計
画
は
、
毎
年
度
定
期
的
に
進
捗

状
況
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革

推
進
委
員
会
の
意
見
を
求
め
、
諸
事
情
等

を
勘
案
し
な
が
ら
毎
年
度
必
要
な
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
は
、
県
内
市
町
村
に
対
し
、

地
域
の
実
情
や
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
権
限
・
財
源
の
移
譲
等
を
進
め
よ

う
と
、
平
成　

年
７
月
に
鹿
児
島
県
権
限

１７

移
譲
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
公
表
し
ま
し

た
。
本
市
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

平
成　

年
６
月
か
ら　

月
に
か
け
て
県
と

１８

１０

の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

本
市
で
は
左
表
の
と
お
り
平
成　

年
４
月

１９

か
ら
４
項
目
の
移
譲
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

職
員
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
行
政
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
職
員
の
意
識
改
革
が
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
関
西
学
院
大
学
専
門

職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
の
稲
沢
克
祐
教
授

を
講
師
に
迎
え
、
係
長
以
上
の
職
員
を
対
象
に

『
意
識
改
革
の
た
め
の
講
演
会
』
を
１
月
に
実

施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
計
画
に
沿
っ
た
着
実

な
行
政
改
革
施
策
推
進
の
た
め
の
階
層
別
役
割

を
認
識
さ
せ
る
た
め
、
課
長
以
上
の
職
員
を
対

象
に
『
具
体
的
な
行
政
改
革
推
進
に
向
け
た
講

演
会
』
を
２
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

� ������������������������������������������������

▼平成１９年４月から移譲を受ける事務一覧

所管課単　 位　 事　 務事 務 の 内 容

水　道　課

・清掃その他の必要な措置の指示簡易専用水道の清
掃その他の必要な
措置の指示等

・給水の停止命令（簡易専用水道）

・報告の徴収および立入検査の実施

商工観光課

・特定工場に関する届出の処理特定工場に関する
届出の処理、着手
期間短縮承認

・特定工場に関する勧告および変更命令

・特定工場の新設または変更の着手期間短縮承認

商工観光課・特定商品の販売業者に対する措置命令
特定商品の販売事
業者に対する措置
命令

農林水産課

・法人の設立の届出の処理

農事組合法人の設
立、定款変更等の
届出の処理等

・法人の定款変更、解散、合併、組織の変更の届出
の処理
・理事が欠けた場合の仮理事の選任

・清算結了の届出の処理

・法人を解散させた場合の登記の嘱託

・法人からの報告の徴収および資料の提出命令

・法人の業務または会計の検査の実施

・法人に対する措置の命令

・法人に対する業務の停止または役員の改選の命令

・法人に対する解散の命令および官報掲載
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限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
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認
定
証
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が
必
要
で
す

　

　

４
月
か
ら
、
入
院
時
の
窓
口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
は
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額（
※
）は
、
所
得
区
分
に
応
じ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
所
得
区
分
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
認
定
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」が
、
一
般
お
よ
び
上
位
所
得
者
に
は「
限
度
額
適
用
認
定

証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
が
決
ま
っ
た
ら
入
院
前
に
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
へ
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
と
認
定
証
が
交
付
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（※）自己負担限度額

４回目以降の限度額
（注２）３回 目 ま で の 限 度 額所得区分

４４，４００円　８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％一 般

８３，４００円１５０，０００円＋（医療費－５００，０００円）×１％上位所得者（注１）

２４，６００円　３５，４００円住民税非課税世帯

（注１）上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除
後の総所得金額が６００万円を超える世帯です。所得の申告をし
ていない方も上位所得者とみなされます。

（注２）申請時点で過去１年以内に３回以上の高額療養費の支給を受
けた世帯の４回目以降の限度額となります。

　　入院時の窓口での負担…

　　　（例）入院時の医療費が400，000円かかった場合（一般の場合）

　　　自　己　負　担　分　医療費４００，０００円　×　自己負担割合３割　＝　１２０，０００円

　　　自己負担限度額　８０，１００円＋（４００，０００円－２６７，０００円）×１％＝８１，４３０円

平成19年３月まで

　＜窓口負担＞　　自己負担分　１２０，０００円

　＜高額療養費＞
自己負担分１２０，０００円－限度額８１，４３０円
＝３８，５７０円が
あとから支給されます。
※申請が必要です。

平成19年４月から

　＜窓口負担＞　　８１，４３０円
　　自己負担分が限度額を超えているので
　　限度額までを負担
　　※限度額適用認定証の提示が必要です。

　＜高額療養費＞
　　自己負担分１２０，０００円－限度額８１，４３０円
　　＝３８，５７０円は
　　国保から医療機関に支払われます。

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜����������������������

「対象となる医療費」
の計算方法

　月ごとに、１つの病
院・診療所別に、外来と
入院を分けて計算します。
　同じ病院で内科などと
歯科がある場合、歯科は
別計算となります。
　また、入院時食事代の
標準負担額および差額
ベッド料など保険診療の
対象とならないものは除
きます。
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す
で
に
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
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持
っ
て
い
る
方
は
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す

　　

３
月
ま
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

が
入
院
時
の
食
事
代（
※
）を
減
額
さ
れ
る
た

め
に
は
事
前
に
申
請
し
、「
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

３
月
ま
で
に
、
す
で
に「
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
経

過
措
置
と
し
て
７
月
ま
で「
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」を「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」の
代
わ
り
に
使
用
で
き
ま
す
。
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厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
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特
定
疾
病
の
場
合

　
　

　

高
額
な
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一

部
、
人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
、
血

液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
の
方
は
、「
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
」を
病
院
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
れ
ば
、

１
か
月
の
自
己
負
担
額
は
１
万
円（
人
工
透

析
が
必
要
な
上
位
所
得
者
は
２
万
円
）ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
公
的
機
関
の
職
員
ま
た
は
、

自
治
会
役
員
な
ど
を
装
っ
た
訪
問
販
売

に
よ
る
消
火
器
の
点
検
商
法
の
相
談
が
、

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
及
び
鹿

児
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
次
い

で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
約

２
万
円
で
購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
鹿
児
島
地
域
で
３
件
、
姶
良
地
域
で

　

１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

﹇
事
例
﹈

　
「
市
役
所
か
ら
来
ま
し
た
」と
突
然
訪
問

が
あ
り
、「
消
火
器
の
点
検
が
必
要
で
す
。

こ
の
地
域
全
戸
回
っ
て
い
ま
す
」と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
「
消
火
器
は
持
っ
て
い
な
い
」と
答
え
る

と
、「
消
火
器
の
設
置
は
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
」と
言
わ
れ
、
し
か
た

な
く
購
入
し
た
。

　

代
金
と
し
て
１
万
９
千　

円
支
払
っ
た

８００

が
、「
領
収
書
は
後
で
届
け
ま
す
」と
言
っ

た
き
り
持
っ
て
こ
な
い
。
契
約
書
も
も

ら
っ
て
お
ら
ず
、
販
売
業
者
名
や
連
絡
先

も
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

住
宅
に
お
い
て
、
消
火
器
の
設
置
は
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
出

水
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
新
築
住
宅

は
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

１８

は
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務

２３

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
訪
問
販
売

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公
的
機
関
の

職
員
等
が
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
出
水
消
防
署
予
防
課
予
防
係

　
（
�
�
０
１
１
９
）

▽
石
坂
分
署（
�
�
２
４
４
１
）

（※）入院時の食事代の標準負担額（１食当たり）
　入院時の食事代は、ほかの診療などにかかる費用とは別に下
記の標準負担額を自己負担し、残りは国保が負担します。

入院時食事代
の標準負担額所 得 区 分 等

２６０円一 般 ・ 上 位 所 得 者

２１０円９０日までの入院
住民税非課税世帯

１６０円
９０日を超える入院
（過去１２か月の入院日数）

問い合わせ先

　本 庁 市 民 課 健 康 保 険 係　（��４０４１：直通）

　高尾野支所市民生活課保険年金係　（��５４１６：直通）

　野田支所市民福祉課保険年金係　（��４８１４：直通）

《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》《消防署からのお知らせ》

　　　 消消消消消消消消消消消消消消消消火火火火火火火火火火火火火火火火器器器器器器器器器器器器器器器器のののののののののののののののの点点点点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検検検検商商商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法法法にににににににににににににににに消火器の点検商法に
　　　 注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意ししししししししししししししししままままままままままままままままししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！注意しましょう！
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鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙（
出

水
市
区
定
数
２
）が
、
３
月　

日
３０

（
金
）に
告
示
・
立
候
補
受
け
付
け
、

４
月
８
日（
日
）に
投
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

●
立
候
補
受
け
付
け

３
月　

日（
金
）午
前
８
時　

分

３０

３０

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
本
庁　
２０１

会
議
室（
２
階
）で
行
い
ま
す
。

●
投
票
が
で
き
る
人

昭
和　

年
４
月
９
日
以
前
の
出

６２

生
者
で
、
昨
年
の　

月　

日
以

１２

２９

前
か
ら
引
き
続
き
本
市
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
お

よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

●
投　

票

市
内　

か
所
の
投
票
所
で
、
午

３６

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
上
場
小
学
校
と
丸
塚
自
治
公

民
館
、
蕨
島
小
学
校
は
午
後
６

時
ま
で
）

●
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期　

間　

３
月　

日（
土
）か
ら

３１

４
月
７
日（
土
）ま
で

時　

間　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
８
時
ま
で

　

場　

所

　

◆
本
庁

　
　

１
階　

会
議
室

１０２

　

◆
高
尾
野
支
所

選
挙
管
理
委
員
会
室（
臨
時

に
設
置
）

　

◆
野
田
支
所

　
　

１
階
会
議
室（
市
民
相
談
室
）

※
投
票
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
開　

票

市
総
合
体
育
館
で
即
日
開
票
し

ま
す
。

※
昨
年
の　

月　

日
以
降
に
県
内

１２

３０

の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

不
在
者
投
票
は
本
市
で
で
き
ま

す
が
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
�
�
４
０
７
５：
直
通
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
１９

度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

●
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
な
ど（
大
学
院
や
修
業
年

限
２
年
以
上
の
教
育
施
設
《
専

門
学
校
な
ど
》
も
含
み
ま
す
）

に
在
学
す
る
者

●
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、
身
体

強
健
で
あ
る
者

●
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
居

住
し
、
学
資
の
支
払
い
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生（
本
市
の
み
の

奨
学
金
を
受
け
る
者
）

◆
高
等
学
校
生
１
万
円
以
内

◆
高
等
専
門
学
校
生
２
万
円
以
内

◆
大
学
生
な
ど
４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

◆
高
等
専
門
学
校
生
１
万
円
以
内

◆
大
学
生
な
ど
１
万
８
千
円
以
内

奨
学
生
の
決
定

選
考
委
員
会
の
審
査
で
決
定
し
、

６
月
初
旬
ご
ろ
保
護
者
に
通
知

し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

所
定
の
願
書（
本
庁
教
育
総
務

課
お
よ
び
市
民
相
談
室
、
高
尾

野
教
育
支
所
教
育
総
務
課
、
野

田
教
育
支
所
教
育
課
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
）に
推
薦
調
書
な

ど
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
２
日（
月
）か
ら

同　

日（
金
）ま
で

２７

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
教
育
総
務
課

　
（
�
�
４
０
７
８：

直
通
）

▽
高
尾
野
教
育
支
所
教
育
総
務
課

　
（
�
�
５
４
５
０：

直
通
）

▽
野
田
教
育
支
所
教
育
課

　
（
�
�
２
０
２
６：

直
通
）

支
給
対
象　

戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
平
成　

年
４
月

１７

１
日
現
在
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

者
が
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

①
過
去
の
弔
慰
金
の
受
給
権
者

　

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
、
か

つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
戦
没
者
等
の
◎
父
母
、

◎
孫
、
◎
祖
父
母
、
◎
兄
弟

姉
妹

④
右
記
③
以
外
の
◎
父
母
、
◎

孫
、
◎
祖
父
母
、
◎
兄
弟
姉

妹
⑤
右
記
①
か
ら
④
以
外
の
遺
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
と
み
な

さ
れ
る
三
親
等
内
の
親
族

支
給
方
法　

戦
没
者
１
人
に
つ
い

て
、
額
面　

万
円
の
国
債
で
支

４０

給
。（
平
成　

年
か
ら
同　

年

１８

２７

ま
で
の　

年
間
で
、
毎
年
４
万

１０

円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。）

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

（
期
限
後
は
請
求
で
き
ま
せ

ん
。）

既
に
請
求
済
み
の
遺
族
の
方
へ

　

現
在
、
県
で
請
求
を
受
け
付
け

た
分
か
ら
順
に
審
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
国
に
報
告

さ
れ
、
国
か
ら
国
庫
債
券
が
発
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
一
連
の
作
業
に
は
、

か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

ま
だ
債
券
を
受
領
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ご
理
解
の
上
、
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
係

　
（
�
�
４
０
４
５：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉

係（
�
�
５
４
２
２：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　
（
�
�
４
８
１
５：

直
通
）

４
月
８
日（
日
）は

県
議
選
の
投
票
日

税務課からのお知らせ
　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されま
す。名義変更や住所変更、廃車の手続きがお済みでな
い方は、早めに手続きを行ってください。
　原動機付自転車（１２５cc以下）や小型特殊自動車（農作
業用など）の手続きは税務課で、軽自四輪車、軽自二輪
車などの手続きは県軽自動車協会（�０９９－２６１－４０１１）
で行ってください。
問い合わせ先
　本 庁 税 務 課 課 税 係（��４０３１：直通）
　高尾野支所税務課課税係（��５４０６：直通）
　野田支所税務課税務係（��４８１２：直通）

市
の
奨
学
生
を
募
集

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

〜
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
〜
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おお らら せせ知知

7 広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号

　

高
齢
者
が
趣
味
や
特
技
を
活
用

し
て
、
生
き
が
い
と
健
康
を
図
る

た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
っ

て
、
野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者

●　

歳
以
上
の
方

６０
●
野
菜
や
花
づ
く
り
の
た
め
に
、

お
お
む
ね　

平
方
�
の
ビ
ニ
ー

１００

ル
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
方

奨
励
補
助
金

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
資
材
購
入
費

の
２
分
の
１
以
内
で
６
万
５
千

円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
農
林
水
産
課
農
畜
産
係

　
（
�
�
４
０
５
６：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
産
業
振
興
課
振
興

係（
�
�
５
４
２
６：

直
通
）

▽
野
田
支
所
産
業
振
興
課
振
興
係

　
（
�
�
４
８
１
７：

直
通
）

　

出
水
保
健
所
で
は
、
一
般
の
県

民
の
方
々
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
い
る
健
康
診
断
書
発
行
を
目
的

と
し
た
健
康
診
断
業
務
を
、
３
月

　

日
限
り
で
廃
止
し
ま
す
。

３１
　

健
康
診
断
書
の
発
行
を
目
的
と

し
た
健
康
診
断
は
、
医
療
機
関
等

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
民
の
方
々
の
健
康
を

保
持
す
る
た
め
の
次
の
よ
う
な
健

康
相
談
・
健
診
業
務
は
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

●
エ
イ
ズ
相
談
、
検
査（
Ｈ
Ｉ
Ｖ

抗
体
検
査
）

●
難
病
相
談

●
精
神
保
健
福
祉
相
談

●
被
爆
者
健
診

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
Ｃ
型
肝

炎
） 

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▼
出
水
保
健
所
総
務
課

　
（
�
�
１
６
３
６
）

　

県
で
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
防
災
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。

日　

時　

３
月　

日（
火
）

２７

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時

３０

　

分
ま
で

３０
内　

容　

米
ノ
津
川
河
川
工
事
、

県
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー（
姶
良

町
）、
県
消
防
学
校（
日
置
市
）

の
施
設
見
学
お
よ
び
体
験
学
習

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対　

象　

小
学
４
年
生
以
上（
保

護
者
１
人
同
伴
可
）

定　

員　
　

人（
応
募
者
多
数
の

４０

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料（
昼
食
は
弁
当
持

参
ま
た
は
弁
当
代　

円
が
必
要
）

５００

申
込
期
限　

３
月
９
日（
金
）必
着

申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏
名
、

年
齢（
学
年
）、
性
別
、
電
話
番

号
、
同
伴
者（
保
護
者
）の
有
無

を
記
入
の
上
、
は
が
き
、
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
鹿
児
島
県
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
９
９
―
５
６
５
２

　

姶
良
郡
姶
良
町
平
松
６
２
５
２

（
�
０
９
９
５
―
６
４
―
５
２

５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
５
―
６

６
―
５
９
０
９
）

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kashoukyou046@
yacht.ocn.

ne.jp

生
き
が
い
ハ
ウ
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
診
断
書
発
行
を
目
的

と
し
た
健
康
診
断
業
務
を

廃
止
し
ま
す

春
休
み
防
災
体
験
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　　男女共同参画に関する
　　　　　　市民意識調査にご協力を！
　市では、市内にお住まいの２０歳以上の男女２，０００
人を対象に男女共同参画に関する市民意識調査を実
施しています。回答は、無記名で、すべて統計的に
処理し、ご迷惑をおかけすることはありません。
　調査票が届いた方は、３月１６日（金）が締切りに
なっていますので、ご協力をお願いします。
問い合わせ先
　本庁企画調整課広報・男女共同参画係
　（��４０３４：直通）

コール出水コール出水
＆

コールひまわりコールひまわり
　　　　　　　　（鹿児島市）

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトコココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンサササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトジョイントコンサート

　日　時　３月１０日（土）
　　　　　午後６時３０分開演
　場　所　市音楽ホール
　入場料　３００円
　曲　目　組曲「水のいのち」
　　　　　組曲「こころの
　　　　　　　　　てんきよほう」
　　　　　ポップス、愛唱歌　など
　後　援　出水市教育委員会
　問い合わせ先　
　　　　　渕脇和子（��７６１６）

歴史講座　

　「親子で学ぶ
　　出水の歴史」
　「出水郷土誌」にある出水の先史・古
代時代について、出水の自然とともに
やさしく説明します。
　子どもにも分かりやすい、やさしい
歴史講座です。

日　時　３月１８日（日）
　　　　午後１時３０分から（２時間程度）
場　所　市立中央図書館　研修室
講　師　歴史民俗資料館社会教育指導員
　　　　河野　正彦　氏
対　象　小学校４年生以上
定　員　５０人
受講料　無料
◆申し込みが必要です。電話でお申し
込みください。

出 水 歴 史 民 俗 資 料 館 か ら の お 知 ら せ

　申込・問い合わせ先
　　市出水歴史民俗資料館（��０２５６）、市立中央図書館（��２１０５）

　特別展
　　「なつかしい
　　　おもちゃ展」
　子どもたちに歴史への興味、関心を
もってもらうことを目的に特別展「なつ
かしいおもちゃ展」を開催します。
　日本のおもちゃの歴史とともに、昔遊
んだめんこ（かった）、ビー玉、こま、け
ん玉などを展示します。
　お孫さんと一緒に、親子おそろいで、
友達同士で昔なつかしいおもちゃを、見
て、触って、楽しいひとときを過ごして
みませんか？

展示期間　３月６日（火）～４月１５日（日）
　　　　　（毎週月曜日、祝日は休館日）
場　　所　市出水歴史民俗資料館
　　　　　（市立中央図書館２階）
入　場　料　無料
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今
月
号
か
ら
本
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
１
年
間
か
け
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。 

※
お
気
付
き
の
点
、
あ
な

た
し
か
知
ら
な
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
 

　
今
回
は
、
春（
花
見
）の
お
す
す

め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
出

水
の
春
を
満
喫
し
に
出
か
け
ま
し

ょ
う
。
家
族
で
、
友
達
で
、
弁
当

を
持
っ
て
、
春
の
一
日
を
桜
の
下

で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

◆
左
ペ
ー
ジ
の
お
出
か
け
マ
ッ
プ

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。  

特
攻
碑
公
園
周
辺

特
攻
碑
公
園
周
辺 

特
攻
碑
公
園
周
辺 

特攻碑公園は、“雲こそわが墓標　落暉よ碑
銘を飾れ”（阿川弘之「雲の墓標」より）を
刻んだ慰霊碑などがある、桜に囲まれた公
園です。毎年桜の開花時期に合わせて「いず
み桜まつり」が開催されます。 

東
光
山
公
園

東
光
山
公
園 

東
光
山
公
園 

日
本
一
の
お
地
蔵
様

日
本
一
の
お
地
蔵
様 
日
本
一
の
お
地
蔵
様 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

出
水
麓
武
家
屋
敷
群 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群 

上
場
高
原

上
場
高
原 

上
場
高
原 

高
野
山
公
園

高
野
山
公
園 

高
野
山
公
園 

高
川
ダ
ム

高
川
ダ
ム 

高
川
ダ
ム 

感
応
禅
寺

感
応
禅
寺 

感
応
禅
寺 

熊
陣
馬
場

熊
陣
馬
場 

熊
陣
馬
場 

竹添邸・武宮邸が年中無休で公開さ
れています。 

約200本の桜と、４月から５月に
かけては、ツツジも見ごろを迎
えます。 

野田郷歴史街道沿いに約200本
の桜並木が続く。見ごろは少し
早めの３月初旬です。 

県指定有形文化財の十一面千手
観音菩薩・脇立四天王像のほか、
文化財を多く所蔵し、毎月座禅
会も開かれます。 

ダム湖を囲む約500本の桜が楽
しめます。 

新緑の高原に、一面の菜の花が
咲き誇ります。見ごろは４月中
旬です。 

一刀彫では日本一の大き
さ。台座を含めると
4.15�あります。 

市内を一望できる公園。夜景・夜桜
も楽しめます。 

らっ　き 
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※
お
気
付
き
の
点
、
あ
な

た
し
か
知
ら
な
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

特
攻
碑
公
園
周
辺 

特攻碑公
銘を飾れ
刻んだ慰
園です。
み桜まつ

東
光
山
公
園 

日
本
一
の
お
地
蔵
様 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

出
水
麓
武
家
屋
敷
群 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群 

上
場
高
原 

高
野
山
公
園 

高
川
ダ
ム 

感
応
禅
寺 

熊
陣
馬
場

熊
陣
馬
場 

熊
陣
馬
場 

竹添邸・武宮邸
れています。 

約200本
かけて
えます。

野田郷歴史街道
の桜並木が続く
早めの３月初旬

9 広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号
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農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
で
は
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り

出
水
市
農
作
業
賃
金
等
標
準
額
や
標
準
小
作
料
を
設
定
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
以
降

の
契
約
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
標
準
額
で
す
の
で
特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
双
方
で
協
議
し
て
取
り

決
め
て
く
だ
さ
い
。

出 水 市 農 作 業 賃 金 等 標 準 額
備　　　　　考標準額（円）単　位区　　　　　　分

５，５００８時間重 労 働
農 作 業

５，０００８時間軽 労 働

荒おこしのみ６，５００

１０ａ当春 期 水 田 耕 代かきのみ７，５００

耕起から代かきまで１４，０００

平耕起８，０００１０ａ当秋 期 水 田 耕

同時施肥７，５００
１０ａ当機 械 田 植

施肥なし６，５００

受取５８０
１箱水 稲 育 苗

配達６３０

ひも機械持ち９，０００１０ａ当バ イ ン ダ ー

刈り取りのみ
運搬については双方の話し合いによる。

１３，０００～

１６，０００
１０ａ当コ ン バ イ ン

コンバイン袋３５０１袋脱 穀 作 業 （ 水 稲 ）

６，０００１０ａ当畑 耕 う ん

４，０００１０ａ当甘 藷 つ る 切 り

４，５００１０ａ当甘 藷 機 械 掘 り

うね立兼用７，５００１０ａ当マ ル チ ャ ー

４，０００１０ａ当サ ブ ソ イ ラ ー

５，０００１０ａ当パ ワ ー デ ィ ス ク

牛堆肥散布まで（２ｔ積散布車）５，５００１０ａ当堆 肥 散 布

梱包のみ（ひも機械持ち）６，０００１０ａ当牧 草 梱 包

水稲を基準とする。
薬剤は委託者持ちとする。

粉　剤２，０００
１０ａ当防 除 作 業

乳　剤３，０００

４，０００１０ａ当ア ク ス ル プ ラ ウ

２，０００１０ａ当ライムソワー（肥料散布機）

地域性・水田等の条件により双方で加減
する。

片面
３０～５０

１ｍ当畦 塗 機

４，５００１０ａ当バ レ イ シ ョ 掘 取

＊地域性・水田条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
＊倒伏田については、２割増以内とし、ほ場の条件により双方で加減する。
＊１筆当たりの面積が５ａ未満の場合は５ａとし、１０ａ未満の場合は１０ａとする。

出 水 市 標 準 小 作 料 （１０ａ当）

備　　　　　　　　考標準額（円）区　　　分

基盤整備事業が実施され施設園芸が可能な水田１８，０００上 田

田 基盤整備事業が実施された水田１３，０００中 田

基盤整備事業が実施された湿田及び平坦部の未整備田５，０００下 田

畑かんあり１０，０００普 通 畑
畑

畑かんなし３，０００普 通 畑

※ご家庭で見やすい所におはりください※
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近
年
、
中
高
齢
者
の
離
婚
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
役
時
代

の
男
女
の
雇
用
格
差
・
給
与
格
差

な
ど
を
背
景
に
、
離
婚
後
の
夫
婦

双
方
の
年
金
受
給
額
に
大
き
な
開

き
が
あ
る
と
い
う
問
題
を
考
慮
し
、

４
月
か
ら
離
婚
時
の
厚
生
年
金
等

の
分
割
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
基

本
的
な
年
金
分
割
の
し
く
み
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
等
の

保
険
料
納
付
記
録（
夫
婦
の
合

計
）を
、
離
婚
し
た
場
合
に
夫

婦
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
夫
婦
間

で
の
合
意
が
必
要
で
す
。

②
対
象
と
な
る
の
は
、
施
行
日

（
４
月
１
日
）以
降
に
成
立
し
た

離
婚
で
す
が
、
施
行
日
前
の
婚

姻
中
の
厚
生
年
金
等
期
間
も
分

割
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
分
割
割
合
に
つ
い
て
夫
婦
間
で

協
議
し
、
合
意
の
上
、
社
会
保

険
事
務
所
に
分
割
を
請
求
し
ま

す
。
合
意
に
達
し
な
い
場
合
は
、

離
婚
当
事
者
の
一
方
の
求
め
に

よ
り
、
裁
判
所
が
分
割
割
合
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分

割
の
請
求
は
、
原
則
と
し
て
離

婚
後
２
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
分
割
割
合
は
、
夫
婦
双
方
の
婚

姻
期
間
中
の
保
険
料
納
付
記
録

の
合
計
の
２
分
の
１
が
上
限
で

す
。

⑤
分
割
さ
れ
る
部
分
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
の
報
酬
比
例
部

分（
い
わ
ゆ
る
２
階
部
分
）で
あ

り
、
１
階
部
分
で
あ
る
基
礎
年

金（
国
民
年
金
）は
、
分
割
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
自
分
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
加
入
記
録
や
納
付
記
録
を
確

か
め
た
い
方
、
そ
の
他
、
年
金

に
関
す
る
こ
と
は
、
年
金
手
帳

を
持
参
の
上
、
川
内
社
会
保
険

事
務
所（
�
０
９
９
６
―
２
２

―
５
２
７
６
）ま
た
は
、
本
庁
・

各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

３
月　

日（
水
）

１４

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で
▼
午
後
１
時
か

１５

ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
課
国
民
年
金
係

　
（
�
�
４
０
３
９：
直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
５
４
１
６：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
４
８
１
４：

直
通
）

　

多
く
の
若
者
が
進
学
や
就
職
な

ど
で
新
し
い
生
活
を
迎
え
る
こ
の

時
期
に
多
い
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
を
掲
載
し
ま
し
た
。
参
考
に
し

て
健
全
な
新
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
悪
質
商
法
に
注
意
！

　

若
者
を
狙
う
悪
質
商
法
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◇
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

「
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」な
ど
と

呼
び
出
し
て
、
商
品
を
売
り
つ

け
る
。

◇
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

街
頭
で
声
を
か
け
、
事
務
所
な

ど
に
連
れ
て
行
っ
て
商
品
を
売

り
つ
け
る
。

◇
マ
ル
チ
商
法

自
分
の
下
に
会
員
を
増
や
せ
ば

利
益
が
得
ら
れ
る
と
言
っ
て
勧

誘
す
る
。

　

悪
質
商
法
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
す
る
に
は
、「
甘
い
誘

い
に
乗
ら
な
い
」「
断
る
と
き
は

は
っ
き
り
と
」「
契
約
の
内
容
は

し
っ
か
り
確
認
し
、
慎
重
に
再
考

す
る
」「
不
審
に
思
っ
た
ら
相
談
す

る
」こ
と
が
大
切
で
す
。

●
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　

今
ま
で
住
ん
で
い
た
借
家
を
退

去
す
る
際
に
起
こ
り
や
す
い
の
が

敷
金
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
敷
金
は

原
則
と
し
て
退
去
時
に
借
主
に
返

却
さ
れ
ま
す
が
、
退
去
時
に
原
状

回
復（
通
常
の
使
用
に
よ
る
劣
化

や
痛
み
な
ど
は
家
主
が
、
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
る
劣
化
や
痛
み
な

ど
に
つ
い
て
は
借
主
が
負
担
）を

め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
次
の

方
法
で
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

①
入
退
居
時
に
写
真
を
撮
り
、
汚

れ
や
傷
み
の
状
況
を
記
録
し
て

お
く
。

②
入
退
居
時
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
各
部
位
の
現
況
を

貸
主
・
借
主
双
方
で
確
認
し
て

お
く
。

③
退
去
時
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
、

賃
貸
借
契
約
書
や
重
要
事
項
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
確
認
し
て

お
く
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

（
�
�
４
０
４
２

：

直
通
）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
し
い
生
活
を
始
め
る
あ
な
た
へ

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

離
婚
時
の
厚
生
年
金
等
の

分
割
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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子
ど
も
の
生
活
の
大
部
分
を
占

め
る「
遊
び
」。

　

楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
脳
の
働
き
を
促
す
だ
け

で
な
く
、
人
を
好
き
に
な
る
気
持

ち
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
の
基
礎

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
遊
び
、

散
歩
で
木
や
葉
っ
ぱ
に
触
る
な
ど

は
、
年
齢
を
問
わ
ず
で
き
る
遊
び

で
す
。

　

砂
遊
び
や
水
遊
び
な
ど
、
外
で

し
か
で
き
な
い
遊
び
は
創
造
性
を

高
め
、
ま
た
、
体
を
思
い
切
り
動

か
す
こ
と
は
運
動
能
力
を
高
め
て

く
れ
ま
す
。

　
「
た
か
い
た
か
い
」や「
飛
行
機

遊
び
」な
ど
、
体
を
使
っ
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
は
お
父
さ
ん
の

出
番
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
大
人
と
遊

ぶ
だ
け
で
な
く
一
人
遊
び
も
大
切

で
す
。
動
く
お
も
ち
ゃ
を
目
で

追
っ
た
り
、
音
の
出
る
お
も
ち
ゃ

で
繰
り
返
し
遊
ん
だ
り
…
一
人
遊

び
に
集
中
し
て
い
る
と
き
に
は
、

危
険
が
な
い
か
を
確
認
し
て
、

そ
っ
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
よ
っ
て
好
む
遊
び
は

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
気
負
わ
ず
に
面

白
く
楽
し
い
こ
と
を
経
験
す
る
つ

も
り
で
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

育
児
の
心
配
や
戸
惑
い
が
多
い

の
は
自
然
の
こ
と
で
す
。「
子
ど

も
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
ら
い
い
の

か
」悩
ん
で
い
な
い
で
周
り
の
い

ろ
い
ろ
な
力
を
上
手
に
借
り
ま

し
ょ
う
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
育
児

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
遊
び
の
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

新
し
い
本
の
紹
介（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
ぞ
う
の
オ
リ
バ
ー（
シ
ド
・
ホ

フ
）▼
だ
い
す
き
。（
ア
ン
ド
レ
・

ダ
ー
ハ
ン
）▼
ふ
っ
て
き
ま
し
た

（
も
と
し
た
い
づ
み
）▼
は
る
か
ぜ

の
ホ
ネ
ホ
ネ
さ
ん（
に
し
む
ら
あ

つ
こ
）▼
ど
ろ
ん
こ
そ
う
べ
え（
田

島
征
彦
）▼
か
あ
さ
ん
か
ら
生
ま

れ
た
ん
だ
よ（
内
田
麟
太
郎
）▼

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ん
て
、
だ
い
き
ら

い（
ア
ン
バ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
）

▼
ニ
ュ
ー
ワ
と
九
と
う
の
水
牛

（
小
野
か
お
る
）▼
ブ
ダ
ベ
イ
カ

リ
ー（
角
野
栄
子
）▼
と
び
ね
こ
ヘ

ン
リ
ー（
メ
リ
ー
・
カ
ル
ホ
ー
ン
）

…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
天
と
地
の
守
り
人　

第
二
部

（
上
橋
菜
穂
子
）▼
風
の
館
の
物
語

１（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）▼
デ
モ
ナ
ー

タ
４（
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
）▼
ド
ロ

ド
ロ
戦
争（
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
・

マ
ジ
ー
ニ
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
く
く
し
が
る
ば　

小
さ
な
恋
の

物
語（
遠
藤
徹
）▼
ク
ジ
ラ
の
彼

（
有
川
浩
）▼
作
家
の
手
紙（
北
方

謙
三
）▼
戦
場
の
ニ
ー
ナ（
な
か
に

し
礼
）▼
向
井
帯
刀
の
発
心
物
書

同
心
居
眠
り
紋
蔵
８（
佐
藤
雅
美
）

▼
シ
ッ
ク
ス
ポ
ケ
ッ
ツ
・
チ
ル
ド

レ
ン（
中
場
利
一
）▼
鈍
感
力（
渡

辺
淳
一
）▼
風
は
山
河
よ
り　

第

三
巻（
宮
城
谷
昌
光
）▼
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ス
ト
ー
リ
ー（
伊
坂
幸
太
郎
）

▼
か
げ
ろ
う（
藤
堂
志
津
子
）▼
ダ

ナ
エ（
藤
原
伊
織
）▼
老
醜
の
記

（
勝
目
梓
）▼
ド
ア
Ｄ（
山
田
悠
介
）

▼
ガ
リ
レ
オ
の
小
部
屋（
香
納
諒

一
）
▼
も
う
愛
の
唄
な
ん
て
詠
え

な
い（
さ
だ
ま
さ
し
）▼
少
年
検
閲

官（
北
山
猛
邦
）▼
喪
失（
森
村
誠

一
）▼
マ
ン
ボ
ウ　

憶
い
出
を
語

る（
北
杜
夫
）▼
も
う
一
度
会
い
た

い（
小
杉
健
治
）▼
夢
を
与
え
る

（
綿
矢
り
さ
）▼
駆
け
込
み
、
セ
ー

フ
？（
酒
井
順
子
）▼
秘
花（
瀬
戸

内
寂
聴
）▼
あ
な
た
が
パ
ラ
ダ
イ

ス（
平
安
寿
子
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

子
ど
も
と「
遊
ぶ
」を
楽
し
も
う

11

３月の休館日開 館 時 間

５日、１２日、１９日、
２１日、２６日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

１日、８日、１５日、
２１日、２２日、２９日午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館

（��５４５２）

２日、９日、１６日、
２１日、２３日、３０日午前９時～午後６時野 田 図 書 館

（��３１００）

図
書
館
だ
よ
り

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』『図書館合併１周年祭』
　
　図書館は、３月１３日に合併１周年を迎
えます。
　これを記念して、３館すべてで次のと
おり特別貸し出しを行います。

期　　　間　３月１３日（火）～同２６日（月）
冊数・本数　図書：１６冊、ビデオ：２本
　　　　　　通常の倍の貸し出し数です。

※ただし、移動図書館は通常どおり
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市
文
化
会
館
の
自
主
文
化
事
業
、「
ア
マ

チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル　

い
ず
み
」が
１
月
７
日
、
市
音
楽
ホ
ー

in
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

音
楽
家
に
発
表
の
場
を
提
供
し
、
市
民
に
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企

画
。
出
演
者
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が

運
営
し
ま
し
た
。

　

ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
を
愛
好

す
る
市
内
の　

の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
。
日
ご

１１

ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
で
自
慢
の
歌
唱
や
演
奏
を

披
露
す
る
と
、
客
席
も
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

公
開
武
家
屋
敷「
竹
添
邸
」で
１
月
６
日
、

抹
茶
と
和
菓
子
で
観
光
客
を
も
て
な
す
盆
点

    
ぼ
ん
だ
て

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
盆
点（ 
点  
茶 
の
略
式
作
法
の
ひ
と
つ
）

て
ん 
ち
ゃ

は
、
観
光
客
に
歴
史
あ
る
武
家
屋
敷
の
静
か

な
雰
囲
気
を
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
観
光
関
係
者
ら
で
構
成
す
る
出
水
市
も
て

な
し
の
心
育
成
協
議
会（
茂
原
真
琴
会
長
）が

毎
年
企
画
。
竹
添
邸
の
案
内
員
ら
が
、
訪
れ

た
観
光
客
に
抹
茶
と
和
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
小
雨
が
降
る
寒
い
日
。
鹿
児

島
市
か
ら
訪
れ
た
白
男
川
正
守
さ
ん
は
、

「
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
火
が
入
っ
た
い
ろ

り
を
囲
ん
で
頂
く
お
茶
は
格
別
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
名
誉
市
民
金
丸
三
郎
氏（
東
京
都

在
住
）が
１
月　

日
、
市
長
室
を
訪
れ
、
名

２３

誉
市
民
と
し
て
何
か
を
残
し
た
い
と
、
本
市

に
陶
芸
作
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
作
品
は
、
金
丸
氏
が
県
知
事
時

代
か
ら
親
交
の
あ
る
陶
芸
家
安
田
良
昭
さ
ん

（
沖
田
）が
制
作
し
た「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」。
茶

色
の
地
に
白
い
ラ
ク
ダ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

金
丸
氏
は
、
萩
之
段
出
身
。
自
治
省
税
務

局
長
を
経
て
、
県
副
知
事
、
県
知
事
、
参
議

院
議
員
な
ど
を
務
め
、
現
在
は
、（
財
）統
計

情
報
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
会
長
や
参
議
院
協

会
会
長
な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。

※
平
成　

年
２
月　

日
、
名
誉
市
民
称
号
を

13

26

　

受
章

　

出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
岩
下
清
文
会

長
）主
催
の「
第　

回
新
世
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

１１

が
１
月　

日
、
出
水
中
央
高
校
で
開
か
れ
ま

２６

し
た
。「
ド
ラ
ッ
グ
…
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
高
校
生
が
薬
物
の
危
険
性

を
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

　

長
崎
税
関
八
代
税
関
支
署
の
伊
藤
隆
明
管

理
課
長
が
、
日
本
に
密
輸
さ
れ
る
薬
物
の
実

態
や
身
近
に
迫
る
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
講
演
。
そ
の
後
、
中
俣
和
幸
出
水
保
健
所

長
を
座
長
に
生
徒
代
表
５
人
を
交
え
て
討
論

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、「
薬
物
は
、
自
分
の
大
切
な
も

の
を
失
い
、
周
り
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
」「
絶

対
に
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」と
意
見
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
が

薬
物
の
危
険
を
学
ぶ

名
誉
市
民
の
金
丸
氏
が

本
市
に
陶
芸
作
品
を
寄
贈

熱
唱
！
熱
演
！

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
祭
典

い
ろ
り
を
囲
ん
で

お
茶
を
楽
し
む

Title:12-13図書・フォト1  
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「
第
１
回
出
水
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
」が

２
月
４
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
生
涯
学
習
へ
の
関
心
・
意

欲
を
高
め
、
そ
の
振
興
を
図
ろ
う
と
開
催
さ

れ
、
市
民
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７００

　

大
会
は
、
創
作
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「 
Ｈ
Ａ 

ハ

 
Ｐ
Ｉ  
Ｓ
Ｕ 
Ｍ
Ａ

    

」の
華
麗
な
ダ
ン
ス
で
開
会
。

ピ 

ス 

マ

社
会
教
育
功
労
者
の
表
彰
の
後
、
高
尾
野
陶

芸
教
室
の
講
師
を
務
め
る
鬼
塚
裕
幸
さ
ん
が
、

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
生
涯
学
習
を
通
し
て
幸
せ
な
時

間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
体
験
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、�
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
�
の
愛
称
で
お
な

じ
み
の
畑
正
憲
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
も
あ

り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
や
保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
関
係

者
を
対
象
に
し
た
、
不
審
者
対
応
講
習
会
が

１
月　

日
、
西
出
水
小
学
校
附
属
紫
翠
幼
稚

２９

園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
水
警
察
署
生
活
安
全
課
の
福
重
警
部
補

が
、「
不
審
者
の
侵
入
時
の
対
応
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
話
。
そ
の
後
、　

人
の
参
加
者

４６

は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
侵
入
し
て
き
た
不

審
者
へ
の
対
処
法
、
ま
た
、
さ
す
ま
た
等
を

使
っ
た
対
応
の
実
技
訓
練
を
真
剣
に
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
東
出
水
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の

松
本
多
清
教
諭
は
、「
実
際
の
訓
練
を
見
る

と
怖
か
っ
た
で
す
。
定
期
的
に
訓
練
す
る
必

要
を
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
第　

回
鹿
児
島
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

５０

り
推
進
大
会
」が
２
月
２
日
、
鹿
児
島
市
で

開
か
れ
、
渡
瀬
口
自
治
会（
戸
�
繁
自
治
会

長
）が
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
子
ど
も
会
や
老
人
会
を
は

じ
め
自
治
会
内
に
７
つ
の
団
体
を
組
織
。
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
共
同

で
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。
中
で
も
昨
年
発
見

さ
れ
た
防
空
壕
の
閉
鎖
工
事
や
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト
の
考
案
な
ど

自
治
会
が
一
体
と
な
り
、
熱
意
を
持
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
５
日
、
受
賞
の
報
告
に
市
長
室
を
訪
れ

た
戸
�
自
治
会
長
は
、「
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
、
今
後
も
よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り

に
努
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
利
用
促
進
と
沿
線

住
民
の
交
流
を
図
ろ
う
と「
第
１
回
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
」が
２
月
９
日
、
市
高
尾
野
き

ら
め
き
ド
ー
ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
同
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
と
同

鉄
道
沿
線
活
性
化
協
議
会
が
主
催
。
同
鉄
道

を
利
用
す
る
こ
と
が
条
件
で
、
選
抜
さ
れ
た

本
市
の
３
チ
ー
ム
、
阿
久
根
市
の
２
チ
ー
ム
、

薩
摩
川
内
市
の
３
チ
ー
ム
と
熊
本
県
の
８

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
と
熊
本
県
の
１
チ
ー
ム
ず
つ
が

一
緒
に
競
技
。
参
加
者
は
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

お
れ
ん
じ
鉄
道
に
乗
っ
て
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力

�
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

　

だ
れ
で
も
�
生
涯
学
習

子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す

体験発表を行う鬼塚さん体験発表を行う鬼塚さん
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15 広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号

　１月２５日、出水市女性団体連絡会主催の「第２９回
出水市女性大会」が市音楽ホールで開かれました。
　女性の地位向上と生きがいに満ちた地域づくりを
目指そうと市内６つの女性団体の会員ら約２５０人が
参加。活動発表などがあったほか、落語家の桂こけ
枝さんの人権講演会も併せて行われました。

　１月２６日、市高尾野農村環境改善センターで鹿児
島県出身のオペラ歌手中島啓江さんと熊本県出身の
津軽三味線奏者��裕士さんの公演が行われました。
　中島さんは鹿児島弁のトークを交えながら、迫力
のある歌声を披露。��さんは心の底からわき上が
るような三味線の音色を聴かせました。

　２月２日、出水地区（本市、阿久根市、長島町）の
学校保健研究協議会が市音楽ホールで開かれ、学校
長や保健担当者らが参加し、保健指導や健康管理の
在り方について研究協議を行いました。また、市学
校保健優良校の表彰があり、荘小学校が最優良校、
江内小学校が優良校として表彰されました。

　２月６日、「出水市ふるさと育成塾」青少年健全育
成講演会が市文化会館で開かれました。中学・高校
生を含む約８００人が来場。テレビドラマ「スクール★
ウォーズ」のモデルになった「泣き虫先生」こと山口
良治氏が、「信は力なり～熱き感動を求めて～」と題
して“熱く”講演しました。

手
を
つ
な
ぎ
、
広
げ
よ
う

女
性
の
和
と
輪

迫
力
の
歌
声
、

わ
き
上
が
る
音
色

心
身
と
も
に
健
康
な

子
ど
も
を
育
て
よ
う

熱
き
感
動
が

生
き
る
勇
気
を
与
え
る

　１月１１日、出水市もてなしの心育成協議会（茂原
真琴会長）が観光地クリーン作戦を行いました。
　観光客を温かく迎え、気持ちよく観光をしてもら
おうと、市ツル観察センター、麓武家屋敷群、出水
駅で実施。会員約３０人は、それぞれの場所でごみや
空き缶、ペットボトルなどを拾い集めました。

　１月１２日、市内の全中学校の２年生を対象にした
教育講演会が市文化会館で開かれました。
　生徒一人一人に自らの生き方について考えを深め
てもらおうと開催。生徒による「決意の言葉」の発表
や部活動を通して学んだ体験の発表、県身体障害者
福祉協会の前田究さんの講演などがありました。

夢
や
希
望
を
持
っ
て

生
き
よ
う

観
光
地
を
美
し
く

����裕士さん裕士さん 中島啓江さん中島啓江さん
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ヨ
シ
ヱ（
町
・
野
田
）

松
田
千
津
子（
太
鼓
橋
）

池
�
敏
子（
渡
瀬
口
）

段
下
優（
切
通
）

堀
江
英
子（
西
水
流
）

一
丁
田
ス
ナ
ヲ（
早
馬
）

大
漉
一
則（
上
大
野
原
・
出
水
）

御
所
園
榮（
城
山
南
）

古
川
重
男（
鹿
島
）

宮
原
忍（
東
水
流
）

岡
前
克
明（
上
の
原
・
高
尾
野
）

成
富
祥
睦（
東
水
流
）

大
川
マ
サ
エ（
山
崎
）

寳
井
亮（
白
木
川
内
）

東
久
保
道
子（
上
竪
馬
場
）

角
中
八
郎（
新
蔵
上
）

井
山
利
男（
仮
屋
）

川
内
正
喜（
西
下
り
松
）

清
水
レ
イ
子（
東
水
流
）

田
中
ノ
リ（
大
久
）

馬
場
静
男（
福
岡
県
北
九
州
市
）

中
野
ヒ
メ（
上
村
西
）

牧
田
ス
ナ
子（
天
神
・
出
水
）

通
山
重
敏（
愛
宕
下
）

前
田
節
夫（
高
牟
礼
）

榮
忠
志（
花
立
東
）

�
口
光
義（
津
山
）

山
下
敦
子（
平
良
馬
場
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
企
画
調
整
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

小　

野　

正　

信　
　
　

上
餅
井

８２

川　

内　

洋　

子　
　
　

西
下
り
松

６８

清　

水　
　

�　
　
　
　

東
水
流

８０

田　

中　

清　

彦　
　
　

大　
　

久

８６

通　

山　

カ
メ
マ
ツ　
　
　

愛
宕
下

１０５

海
老
原　

ミ
チ
子　
　
　

広　
　

瀬

７６

島　

�　

和　

子　
　
　

名
古
東

７９

牧　

田　
　

忠　
　
　
　

天
神（
出
水
）

８３

中　

野　

宗　

安　
　
　

上
村
西

９６

海　

野　

イ　

ソ　
　
　
上
大
野
原（
出
水
）

９３

前　

田　

タ　

マ　
　
　

高
牟
礼

８７

東　
　
　

克　

幸　
　
　

沖　
　

田

４９

山　

下　

昭　

八　
　
　

平
良
馬
場

７３

榮　
　
　

良　

子　
　
　

花
立
東

６８

山　

下　

�　

弘　
　
　
下
大
野
原（
出
水
）

９８

�　

口　

フ
サ
エ　
　
　

津　
　

山

７８

（
１
月
５
日
〜
２
月
５
日
届
け
出
分
）

Title:16-17お誕生・暮らし  



17 広報いずみ ２００７（平成１９年）３/１号

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局

333333333333333 月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
◎春季全国火災予防運動（１日～７日）
◎第３３回鹿児島県ちびっこソフトボール大会（４日、１１
日、１８日・市内各所）
◎中の市（２１日、２２日・市高尾野支所周辺）

４日（日）�第１０回荘地区ツルを送るフェスティバル（午
前１０時・市ツル観察センター）

　　　　�市立少年少女合唱団演奏会（午後１時３０分・
市音楽ホール）

　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン
パークいずみ）１１日、１８日（同）

１７日（土）�第４４回ツルを送るまつり歌謡大会（午後５時
４０分・出水公会堂）

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（２月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０９３（＋　５）世 帯 数
５万８，１８４（－　１８）人　　口
２万７，２４６（－　１９）男
３万　９３８（＋　１）女

５７出　　生
６２死　　亡
１１８転　　入
１３１転　　出

（　）内は前月比

３月　４日
仮 屋�２０２３内 科野 田 医 療 セ ン タ ー
東大野原（出水）�１１８７耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック
（阿久根市）�０４７０歯 科久 木 田 歯 科 医 院
東大野原（出水）�９２９２メ ー プ ル 薬 局

３月１１日
春 日 町�７０１１内・消化・放射お か だ ク リ ニ ッ ク
六月田中�８２６０整 外 科整形外科ばばぐちクリニック
春 日 町�０６０１歯 科村 岡 歯 科 医 院
六月田中�５２５３フ タ ヤ 薬 局

３月１８日
石坂（出水）�８３００内・胃腸科しもぞのクリニック
諏訪馬場�０４１９精神・内科出 水 病 院
（阿久根市）�０５０８歯 科橋 口 歯 科 医 院
野添（出水）�８８００Ｄ・ＭＬ五万石薬局

３月２１日
大 久 保�００６５内・外・児科朝 倉 医 院
早 馬�２０３１外・胃腸科井 上 医 院
（長島町）�１２６６歯 科児 島 歯 科 医 院
上 り 立�２５３９う ら く ぼ 薬 局

３月２５日
鹿 島�１５００児 ・ 内 科こどもクリニック永松
天神（出水）�２６００産・内・外科境 田 医 院
柴 引�００６４歯 科水 野 歯 科 医 院
鹿 島�３９７０か し ま 薬 局
天神（出水）�７６３７米 ノ 津 薬 局

３月１１日から４月１０日までは、

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱乱用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　シンナー等の乱用は、身体や精神をむしばんで
いくばかりでなく、幻覚や知覚異常を起こし、凶
悪事件が引き起こされるなど社会に与える影響も
極めて大きいものがあります。
　家庭、学校、地域などそれぞれの立場でシン
ナー等の薬物乱用防止に努めましょう。
問い合わせ先
　本庁保健環境課予防係（��４０４３：直通）

善行表彰状を伝達
　１月１２日、故小坪律子さん（西福ノ江）に対し、
渋谷市長から夫の澄男さんを通じて出水市一般
表彰善行部門表彰が贈られました。
　この表彰は、市民の模範となる善行を行った
方に対して贈られるもので、律子さんは、１月
６日の早朝、汐見町の国道３号で、自損事故で
横転した軽乗用車の女性を澄男さんと協力して
救助していたところ、追突してきたトラックに
はねられ亡くなりました。生命の危険も顧みず
に救助活動を行った献身的な行いは尊いもので
す。
　渋谷市長は交通事故の撲滅を誓いながら、ご
霊前に表彰状をお供えしました。

スススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププ・・・・・・・・・・・・・・ザザザザザザザザザザザザザザ・・・・・・・・・・・・・・交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故ストップ・ザ・交通事故
平成19年　交通安全年間スローガン　
　●運転者向け

　　油断せず
　　いつも心に　初心者マーク
　●歩行者・自転車利用者向け

　　自転車も
　　ハンドル握れば　ドライバー
　●子ども向け

　　青だけど
　　車はわたしを　見てるかな
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土
手
や
道
端
、
畑
に
つ
く
し
が
頭

を
出
す
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
胞
子

を
つ
く
る
胞
子
茎
の
形
が
筆
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
土
筆（
つ
く
し
）と
呼

ば
れ
食
用
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

胞
子
は
緑
色
で
、
顕
微
鏡
で
拡
大

す
る
と
４
本
の
糸
の
よ
う
な
も
の

（
弾
糸
）が
見
ら
れ
、
こ
の
弾
糸
を
ひ

ろ
げ
て
風
に
乗
り
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　

夏
、
つ
く
し
と
は
全
く
外
見
が
異

な
る
栄
養
茎
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ
の

姿
が
杉
の
樹
形
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
正
式
な
名
称
は
ス
ギ
ナ（
杉
菜
）

と
い
い
、
シ
ダ
植
物
の
仲
間
で
す
。

『今月の問題』
　今年、市内で発見された
珍しいムクドリは次のうち
どれ？
　
　Ａ　バライロムクドリ
　Ｂ　ウメイロムクドリ
　Ｃ　サクライロムクドリ

☆答えはホームページか　
　来月号で
　（先月号の答えは、Ａの
　　ムラサキサギでした。）

貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重ななななななななななななななななななななななななななななななななな文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財ををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！貴重な文化財を守ろう！

つくし（土筆）

　１月２６日の「文化財防火デー」の趣旨に基づく防災訓
練が同２８日、県の指定文化財などを保存している感応
禅寺（八幡・野田）で行われました。
　周辺住民や消防団員ら約７０人が参加。調理室から火
災が発生したという想定のもと、文化財の搬出訓練と
放水訓練を行いました。その後、消火器を使った消火
訓練や消防署員による防火講話もあり、参加者は防災
に対する意識を高めました。
　参加した太田浩三さん（岩元）は、「近くに住んでい
るので訓練に参加できてよかった」と話していました。

江内大好き江内大好き　わたしのふるさとわたしのふるさと

朝 の 読 書朝 の 読 書学力向上プロジェクト学力向上プロジェクト伝統芸能「山田楽」伝統芸能「山田楽」愛 郷 作 業愛 郷 作 業

週３回、朝１０分間、児童と教
師が一緒に読書をし、心を穏
やかにして１時間目が始まり
ます。言語力や表現力が身に
付いてきました。

毎週金曜日の６校時に、担任
と担任以外の先生が協力して、
一人一人に学力をつけるため
に個別指導を行います。

５年生は、地域の保存会の
方々に指導していただき、運
動会や紫尾神社の祭り、校区
のカントリーコア祭りで毎年
踊りを披露します。

全学年縦割りグループをつく
り、学校周辺の道路等の清掃
作業を行います。空き缶やご
みを拾い集め、ふるさとの美
化活動を行います。

児童も真剣に消火訓練児童も真剣に消火訓練

　

江
内
小
学
校
は
、「
江
内
大
好
き　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
、
豊
か

な
感
性
の
育
成
、
体
力
・
気
力
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
学
校
で
は
、
給
食
指
導

実
践
３
項
目
の
確
実
な
実
施
、
家
庭
で

は
、「
早
寝　

早
起
き　

朝
ご
飯
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。
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